
令和８年度きのくにコミュニティスクール推進フォーラム

日 時：令和８年５月８日（金）13:00～16:00

場 所：県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛

テーマ：「話し合って、話し合って、話し合って、話し合って、話し合いましょう」

参加者：１５１名（参集：４２名 オンライン：８５名 登壇者：３名

県CSマイスター：４名 事務局：１７名）

学校に地域の居場所を！

学校の空き教室をどのように活用していくか課題の共有

「学校に地域の居場所をつくる」
学校運営協議会とともに運用方法を検討

熟 議

教員の働き方改革との連動
地域資源の活用、地域人材による活動

今 後

学校と地域がWin-Winの関係に
遊び心を大切に、楽しく取り組みましょう！

【居場所づくりプロジェクト】
①旧ICT教室
心が休まる「サポートルーム」兼、地域とつながる「リビング」へ

②旧桜道
自然と触れ合う「庭」のような場所へ

【 事 例 発 表 】

「空きスペースを生かした地域と子供の居場所づくり

～子供も地域もあそび心を大切に～」

有田市立箕島小学校 校長 中山 眞弘

働き方改革や地方創生を踏まえ、熟議から実践へ

【 行政説明 】紀南教育事務所 社会教育課 社会教育主事 松本 能

働き方改革
への対応

教員の負担軽減や健康確保を踏まえ、学校・保護者・地域の役割分担
の見直しが求められている。

地方創生
への対応

郷土教育や地域人材の育成に向け、地域と連携した取組の推進が必要
とされている。

熟議の
重要性

学校運営協議会における熟議を通して、具体的な体制づくりと実践に
つなげることが重要である。

取 組



【 事 例 発 表 】

「“もっと”いい和盲に！」

和歌山県立和歌山盲学校 校長 松下 香好

育友会代表 前田 直美

学校と学校運営協議会が一体で学校づくりに取り組む体制へ

教職員の視覚障害教育の専門性の継承や自立と社会参加課題の共有

学校運営協議会において学校を本気で応援する、本気で協議する熟 議

①キャリア教育の充実（ヘルスキーパーの制度）
②地域とのつながり再構築
（老人会の方と点字バッグ作り、点字ブロックの啓発活動）

③専門性の継承（大学教員や元校長からのアドバイス）
④情報の発信（新聞・テレビ・ラジオの取材）

取 組

学校運営協議会を「応援団」としてとらえ、みんなの当事者意識を高
めていく。地域にとって盲学校が当たり前の存在に。

今 後

学校運営協議会が人と地域を動かし、学校と社会をつなぐ！

【 グループワーク 】 ワールドカフェ

対話と共有から生まれる気づきと学び

【キーワード】
○働き方改革 ○居場所づくり ○連携システム ○ご意見番×→応援団〇
○地域の方々の協力 ○遊び心 ○持続可能なコミュニティスクール ○熟議
○ゆるやかに繋がる ○空きスペース ○Win-Winの関係 ○もっといい

１回目 実践発表から

○学校運営協議会では協議をしながら、もっと気軽に話せるといいのにな！
○これまでにとらわれすぎず、みんなで少しずつつくっていきたい！
○情報交換をして地域のことを知ってもらいたい、誇りをもってほしい！
○こどもの居場所づくりや安心して過ごせる環境づくりなど、学校の課題をみんなで
考えていきたい！

2回目 12枚のカードを使って
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